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「
林
業
お
お
さ
き
」
52
号
の
発

行
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回
通

常
総
代
会
の
議
案
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の

事
業
の
実
績
は
組
合
員
の
皆
様
の

力
強
い
ご
支
援
の
も
と
、
さ
ら
に

は
管
内
自
治
体
の
ご
協
力
で
前
年

度
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

議
案
の
審
議
と
並
行
し
て
、
昨

年
度
発
行
の
「
林
業
お
お
さ
き
51

号
」
で
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

横
浜
に
住
む
「
福
本
恭
子
」
様
所

有
の
「
鳴
子
峡
」
を
構
成
す
る
森

林
を
、
寄
附
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
を
理
事
会
で
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
が
登
記
事
務
を
進
め
て
い

く
段
階
で
「
寄
附
」
か
ら
「
売
買

の
ほ
う
が
」
と
い
う
専
門
家
の
ご

指
導
の
下
、
方
針
を
転
換
し
51
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
１
８
５
万
円
と
い
う

低
廉
な
価
格
で
譲
り
受
け
る
こ
と

を
再
度
、
理
事
会
の
議
を
経
て
売

買
契
約
を
締
結
し
３
月
に
所
有
権

の
移
転
登
記
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。
従
来
の
林
業
経
営
か
ら
、
景

観
の
保
全
と
い
う
新
た
な
分
野
へ

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
の
木
材
価
格
の
現
状
は
、

４
月
に
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会

大
衡
綜
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
恒
例
の
「
春
の
み
や
ぎ
材
優
良

展
示
即
売
会
」
の
結
果
、
ス
ギ
を

始
め
と
す
る
針
葉
樹
は
低
迷
し
て

お
り
ま
す
。
辛
う
じ
て
、
サ
ク
ラ

や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
が
価
格

を
上
げ
て
い
ま
す
が
「
市
」
の
平

均
価
格
は
１
万
１
３
０
０
円
と
い

う
結
果
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
価
格
は
素
材
生
産
の
現
場
意
欲

に
も
影
響
す
る
も
の
で
す
。「
伐

っ
た
ら
植
え
る
」
と
い
う
国
の
か

け
声
、
い
わ
ゆ
る
再
造
林
率
に
も

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
数
字
の
中
で
も
拡

大
造
林
で
植
え
ら
れ
た
木
々
は

日
々
成
長
を
続
け
て
お
り
、
大
径

化
へ
の
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
住
宅
着
工
数
が
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
10
％
と
い
う
中
、
全
森

連
の
系
統
販
売
と
し
て
昨
年
よ
り

新
た
な
販
売
先
と
し
て
「
中
国
」

へ
輸
出
と
い
う
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
挑
み
、
気
仙
沼
港
よ
り
既

に
５
船
、
県
産
材
１
方
５
０
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
を
出
荷
し
て
お
り

ま
す
。
当
組
合
と
し
て
も
大
崎
産

材
４
船
併
せ
て
１
６
０
０
立
方
メ

ー
ト
ル
を
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。

先
人
が
植
栽
し
造
成
さ
れ
た
山

は
地
域
の
自
然
を
維
持
し
、
水
を

作
り
、
下
流
域
へ
大
き
な
貢
献
を

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
山

村
の
現
状
は
高
齢
化
、
過
疎
化
の

波
が
押
し
寄
せ
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
象
は
誰
も
予
想
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

数
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森

林
経
営
管
理
制
度
、
さ
ら
に
は
本

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
森
林
環
境

税
の
使
途
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
等

に
も
森
林
組
合
も
従
来
の
経
営
方

針
を
当
然
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、
そ
れ

に
よ
り
荒
廃
が
進
む
山
村
の
原
風

景
を
維
持
す
る
森
林
・
林
業
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
組
合
員
の
後

押
し
が
必
須
の
条
件
で
も
あ
り
ま

す
。
役
職
員
共
々
、
鋭
意
前
進
の

み
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
関
係
各
位
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
た
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
45
年

の
秋
、
私
は

小
野
田
町
の

町
有
林
の
担

当
職
員
で
あ

っ
た
。
公
団

分
収
造
林
事

業
が
主
な
業
務
で
、
日
々

「
根
曲
の
な
い
苗
木
」
「
花

粉
の
つ
か
な
い
苗
木
」
は
世

に
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い

た
。
思
い
を
実
行
に
移
す
こ

と
が
で
き
ず
時
間
だ
け
が
過

ぎ
て
い
っ
た
。
新
潟
の
下
越

に
「
さ
し
木
苗
」
が
あ
る
こ

と
を
知
り
実
行
に
移
し
た
の

が
50
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

立
場
が
替
り
、
現
在
の
職

に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
加
美

町
か
ら
の
受
注
に
よ
り
林
齢

55
年
の
ス
ギ
林
を
伐
採
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
植
え
た
人

が
伐
れ
る
と
い
う
現
実
感
。

伐
採
す
る
に
あ
た
り
、
苗
木

を
提
供
し
て
く
れ
た
生
産
者

に
連
絡
「
父
が
納
品
し
た
の

は
少
花
粉
だ
よ
」
と
答
え
。

「
国
は
少
花
粉
の
苗
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。
55
年
前

に
私
た
ち
は
手
が
け
て
い
た

の
だ
…
。

「
林
業
お
お
さ
き
52
号
」
の
発
行
に
あ
た
っ
て
代
表
理
事
組
合
長

古
内
　
公
雄

きみおの
ひとりごと
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令
和
６
年
３
月
27
日
、
大
崎
市

岩
出
山
公
民
館
（
ス
コ
ー
レ
ハ
ウ

ス
）
に
於
い
て
、
第
26
回
令
和
６

年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
代
現
在
数
１
９
６
名
中
、

１
５
８
名
（
本
人
出
席
83
名
・
委

任
状
２
名
・
議
決
権
行
使
書
73
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
大
崎

市
岩
出
山
の
栗
生
時
雄
氏
を
選
任

し
議
事
に
入
り
、
提
出
し
た
全
議

案
12
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
第
一
号
議
案
】　

令
和
５
年
度　

事
業
報
告
書
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
、
附

属
明
細
書
及
び
監
事
の
監
査
報

告
承
認
の
件

【
第
二
号
議
案
】　

令
和
６
年
度　

事
業
計
画
に
関

す
る
件

【
第
三
号
議
案
】　

令
和
６
年
度　

役
員
報
酬
に
関

す
る
件

理
事　

【
６
２
７
万
円
以
内
】

監
事　

【
78
万
円
以
内
】

【
第
四
号
議
案
】　

令
和
６
年
度　

余
裕
金
預
入
先

に
関
す
る
件

・
七
十
七
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
古
川
農
業
協
同
組
合

・
加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

・
新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合

【
第
五
号
議
案
】
　

令
和
６
年
度　

借
入
金
最
高
限

度
を
定
め
る
件
【
金　
２
億
円
】

【
第
六
号
議
案
】

令
和
６
年
度　

一
組
合
員
に
対

す
る
貸
付
金
額
の
最
高
限
度
を

定
め
る
件

貸
付
金
額　

【
50
万
円
以
内
】

【
第
七
号
議
案
】
　

令
和
６
年
度　

一
組
合
員
の
負

担
す
る
債
務
保
証
限
度
並
び
に

年
度
内
に
お
け
る
債
務
保
証
の

最
高
限
度
を
定
め
る
件

・
一
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務

保
証
限
度

【
金　

１
０
０
万
円
】

・
債
務
保
証
の
最
高
限
度

【
金　

４
０
０
万
円
】

【
第
八
号
議
案
】

規
約
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件

第
26
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

長年森林組合に貢献された方々に感謝状が贈られました。
長い間ありがとうございました。　　　　　　

（敬称略）
新しくなったホームページでは、事業内容

はもちろん求人情報や事業をお申込みいただい
てからの流れを詳しく紹介しています。ブログ
も掲載していますので、是非ご覧
ください！
『大崎森林組合』で検索、もしく
はＱＲコードからアクセス♪

役員
阿部　健二（涌谷町）
今野　長敏（色麻町）
髙橋　鉄夫（大崎市鳴子温泉）

推進委員
高橋　　源（大崎市岩出山）
小高　幸夫（大崎市三本木）
桜井　正巳（大崎市松山）
遠藤　軍治（涌谷町）

ホームページを
リニューアルしました！

組合員の皆様へのお願い
下記の事項が生じた場合には組合員資格に関する手続きが必要になります。
該当される方は当組合までご連絡ください。ご協力をお願いいたします。

１．名義人死亡　２．共有林の代表者の変更　３．住所変更

功 労 者 の 表 彰
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一般事務及び現場管理職員

仕事内容：

応募資格：

給　　与：

賞　　与：

伐採現場の作業指示、

森林調査、事務処理、

現場撮影管理

林業に意欲があるかた

160,000円

年２回　前年度実績あり

技術職員

ホームページに詳しい求人内容を掲載しておりますので是非ご覧ください！

森林伐採

刈払など現場作業

林業に意欲があるかた

基本給　178,400円

　　　～194,010円

年２回　前年度実績あり

仕事内容：

応募資格：

給　　与：

賞　　与：

一緒に働く仲間を募集しています！
ご連絡は
総務課長
遊佐まで！
　ゆ　さ

課　長　氏家　瑞文
副参事　今野　耕一
技　師　髙橋　花実
技　師　舘内　　史

課　　長　遊佐　　学
課長補佐　橋本　美紀
係　　長　遊佐　里子

嘱　託　平野　克彦
嘱　託　高橋　浩之
臨　時　佐藤　和枝
臨　時　大森　幸男

大 崎 森 林 組 合

総 代 会

理 事 会 監 事 会

総務委員会・業務委員会

業 務 課 総 務 課

代 表 理 事 組 合 長

代表理事副組合長

運 　 営 　 機 　 構 　 図

鈴木　俊通

古内　公雄

Ｑ
　

大
崎
森
林
組
合
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

Ａ
　

中
学
生
の
と
き
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
山
の
枝

打
ち
作
業
を
手
伝
っ
た
と
き
の
辛
く
も
あ
り
楽
し

く
も
あ
っ
た
記
憶
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
林
業
に
携
わ
り

た
い
と
思
っ
た
一
番
の
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　

大
崎
森
林
組
合
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
　

皆
さ
ん
和
や
か
で
優
し
く
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
何
で
も
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
仕

事
が
し
や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　

仕
事
で
一
番
大
変
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
何
で

す
か
？

Ａ
　

山
に
行
っ
て
現
地
の
調
査
を
し
て
き
た
と
思

っ
た
ら
、
事
務
所
に
戻
り
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

デ
ー
タ
入
力
を
し
て
と
、
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て

様
々
な
仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
、
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し
た
。

新
職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー業務課　技師　舘

たて

　内
うち

　　史
ふみと
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令和５年度　貸 借 対 照 表 令和５年12月31日現在
（単位：円）

科　　　　目 金　　額 科　　　　目 金　　額
資 産 の 部 負 債 の 部
流　動　資　産 流 動 負 債

1．現金 275,495 1． 受託販売代金預り金 5,908,865 
2．預金 248,509,455 2． 買掛金 0 
3．手形 0 3． 未払金 42,767,103 
4．売掛金 765,370 4． 未払い法人税 19,800,000 
5．未収金 16,822,305 5． 前受金 9,936,620 
6．棚卸資産 19,461,404 6． 預り金 14,260,483 
7．請負林産勘定 6,108,552 流動負債合計 92,673,071 
8．森林整備勘定 25,546,889 固 定 負 債

10．立替金 8,757,946 1． 長期借入金 0 
11．差入保証金 600,000 2． 退職給付引当金 27,702,535 
12．仮払金 0 固定負債合計 27,702,535 
13．前払い費用 0 

流動資産合計 326,847,416 負 債 合 計 120,375,606 
固　定　資　産

有形固定資産
1．建物 20,460,310 資 本 の 部
2．建物付属設備 5,699,071 出　資　金
3．構築物 923,667 1． 出資金 158,372,000 
4．機械装置 9,215,116 未払込出資金 △ 51,196
5．車両運搬具 25,998 
6．工器具備品 1,467,293 出資金合計 158,320,804 
7．土地 7,555,640 
8．森林 11,663,331 剰　余　金

有形固定資産【合計】 57,010,426 1． 法定準備金 34,000,000 
無形固定資産 2． 資本準備金 919,254 
1．電話加入権 414,000 3． 任意積立金

無形固定資産【合計】 414,000 （損失補填積立金） 62,000,000 
外部出資 （施設設備等拡張積立金） 14,000,000 
1．系統出資金 51,745,000 
2．系統外出資金 803,200 4． 当期未処分剰余金

外部出資【合計】 52,548,200 ①当期剰余金 43,916,673 
その他固定資産 ②前期繰越剰余金 3,887,705 
1．長期預け金 600,000 

その他固定資産【合計】 600,000 剰余金合計 158,723,632 
固 定 資 産 合 計 110,572,626 資 本 合 計 317,044,436 
資 産 合 計 437,420,042 負債・資本合計 437,420,042 

令和５年度　損 益 計 算 書 自　令和５年１月１日
至　令和５年12月31日

（単位：円）損益計算書
科  　目 金 　額

Ⅰ事業総損益
１．事業総収益 519,900,969 
２．事業総費用 370,266,662 

事業総利益 149,634,307 
Ⅱ事業損益
１．人 件 費 55,099,174 
２．旅費交通費 823,504 
３．事 務 費 2,303,289 
４．業 務 費 1,826,230 
５．諸税負担金 7,559,097 
６．施  設  費 21,139,121 
７．雑      費 659,000 

事業管理費計 89,409,415 
事 業 利 益 60,224,892

Ⅲ事業外損益
１．事業外収益 1,213,671 
２．事業外費用 140,351 

事業外損益 1,073,320
経 常 利 益 61,298,212

Ⅳ特別損益
１．特 別 利 益　　 2,451,261 
２．特 別 損 失 172,000 
特別損益 2,279,261
税引前当期純利益 63,577,473

法人税及び住民税額 19,660,800 
当期純利益 43,916,673
前期繰越剰余金 3,887,705
当期未処分剰余金 47,804,378
剰余金処分額
当期未処分剰余金 47,804,378 
法定準備金 10,000,000 
任意積立金
損失補填積立金 17,000,000 
施設設備等拡張積立金 17,000,000 
次期繰越剰余金 3,804,378 

損益計算書の明細
部門 費　用 金　額 収　益 金　額 損　益

指　導
指導費 1,373,089 賦課金 0
情報費 500,225 指導補助金 0

計 1,873,314 計 0 △1,873,314

販　売

販売品売上原価 2,177,896 販売手数料 594,290
林産品売上原価 117,737,383 林産手数料 879,594
販売雑費 11,830,943 販売品売上 3,781,157
請負林産原価 105,229,720 林産品売上 158,725,349

販売雑収入 185,166,807
請負林産収入 7,435,852

計 236,975,942 計 356,583,049 119,607,107

加　工
加工品売上原価 3,547,419 加工品売上 346,543

加工雑収入 0
計 3,547,419 計 346,543 △3,200,876

森

林

整

備

森
林
整
備

森林整備費 34,714,386 森林整備収入 58,758,789
作業道工事費 2,996,550 作業道工事収入 121,325

森林整備手数料 4,136,000
計 37,710,936 計 63,016,114 25,305,178

利
　
　
用

調査費 37,081,958 調査収入 47,220,528
利用施設維持費 34,186,291 利用料 36,783,193
病害虫防除費 743,913 病害虫防除収入 1,298,000
利用雑費 10,910,355 委託管理収入 2,177,993
委託管理費 3,114,956 造林補助金取扱手数料 5,013,993

利用雑収入 2,329,189
森林保険手数料 163,858

計 86,037,473 計 94,986,754 8,949,281
購
買
事
業

物
　
　
資

事業物資売上原価 4,085,608 事業物資売上 4,903,089
事業物資購買雑費 27,670 事業物資雑収入 56,120

計 4,113,278 計 4,959,209 845,931
購
買
生
活

物
　
　
資

生活物資売上原価 8,300 生活物資売上 9,300
生活物資購買雑費 0 生活物資雑収入 0

計 8,300 計 9,300 1,000
計 127,869,987 計 162,971,377 35,101,390

合　　計 370,266,662 合　　計 519,900,969 149,634,307
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令和６年度　損益計画
科　　目 金　　額

Ⅰ事業総損益

１．事 業 総 収 益 443,750,000 

販 売 291,850,000 

加 工 2,520,000 

森 林 整 備 149,380,000 

２．事 業 総 費 用 351,009,000 

指 導 1,840,000 

販 売 224,125,000 

加 工 2,500,000 

森 林 整 備 122,544,000 

事 業 総 利 益 26,836,000 

Ⅱ事業損益

１．人 件 費 59,186,000 

２．旅 費 交 通 費 1,000,000 

３．事 務 費 2,500,000 

４．業 務 費 2,430,000 

５．諸 税 負 担 金 1,800,000 

６．施 設 費 18,685,000 

７．雑 費 700,000 

事業管理費計 86,301,000 

事 業 利 益 6,440,000 

Ⅲ事業外損益

１．事 業 外 利 益 1,298,000 

２．事 業 外 費 用 150,000 

事 業 外 損 益 1,148,000 

経 常 利 益 7,588,000 

Ⅳ特別利益

１．特 別 利 益 2,010,000 

２．特 別 損 失 0 

特 別 損 益 2,010,000

税引前当期利益 9,598,000 

法人税及び住民税 2,200,000 

当 期 剰 余 金 7,398,000 

前期繰越剰余金 3,804,378 

当期未処分剰余金 11,202,378 

宮城県森林組合連合会　木材市況　５月
樹　種 材　長 径  級 高　値 中　値

大
　
　
　
　
　
衡

ス　ギ

3.00m 20～32cm − −

4.00m

10～13直曲 − 9,000 

14～18直曲 − 9,000 

20～22cm − 12,800 

24～34cm 13,300 12,500 

36～ 15,000 12,000 

大曲り 8,500 7,800 

ヒノキ
2.00ｍ 20～32cm − 14,000 

4.00m 18～30cm 16,500 15,000 

備　考

開催日 9日

出品量 1375㎥

販売量 1235㎥

販売率 89%

広 葉 樹
販売実績

サクラ　2.20ｍ−36cm　33,600円/㎥

ク　リ　2.20ｍ−36cm　28,900円/㎥

「農中森力基金」第10回
助成金事業に選出されました！

大崎森林組合として「公益信託農林中金森林再生事業」、通称
「農中森力（もりぢから）基金」第10回助成金事業に申請応募し
ましたところ、助成金を受けることが決定しました。
【鳴子温泉「雫の森」再生プロジェクト】と題し、鳴子地域に
ある焼石亦共有林がテーマで、水生生物多様性の森「混交林」
「渓畔林」づくりをするプロジェクト内容となっております。
近年、共有林組合員の高齢化により森林整備に手が行き届かず、
水源かん養機能（保安林）が機能せず放置されている状態が続い
ています。
また、地球温暖化や戦後植えられた木々の皆伐により、川の水
量が渇水し源流に住む渓流魚などに危機的状況が与えられていま
す。
渓流魚の自然産卵を目標とした川の水量確保や、森林環境づく
りをするためにも「雫の森」再生プロジェクトを成功させ、全国
に普及するよう森林整備事業に取り組んでいく所存です。

大崎森林組合

現在、居久根や山林の伐採など多数のお申し込みをいた
だいている状況です。そのため１年から２年ほどお待ちい
ただく場合がございます。
一度お電話にてご相談ください。

【発行：大崎森林組合】
宮城県大崎市岩出山下野目字長田129-1

TEL：0229-72-1412
FAX：0229-72-3412

木の伐採をご検討の皆様へ
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